
対立から共生の文化へ
八 雲 立 つ 日 本・出 雲 か ら 陽 が 昇 る

　小松電機産業株式会社・人間自然科学研究所の活動を背景に、安重根・伊藤博文・ズットナー・周藤彌兵
衛翁を現代に蘇らせ、対立から共生の文化を拓き、地方創生の世界・全国モデルとして世界縁結び「水と火
と健康寿命の聖地」構想の実現を「八雲立つ日本・出雲」から全国世界へ発表。この度、中国の科学技術の
発展のために創設された社団法人日中科学技術文化センター創設者であり、日中物流合作連盟会長を務めら
れる韓慶愈 ( かんけいゆ ) 氏と、オーストリア公認国家ガイドを務め、松江講演 6 回、日本講演 100 回を
迎えられるイップ常子氏をお招きし、対立から共生の文化へシンポジウムを開催。シンポジウム開幕にあわ
せてプロの演奏家によるハープ・ヴァイオリン・フルートの演奏をお聴きいただけます。
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13：00～ プロの演奏家による
ハープ・ヴァイオリン・フルートの演奏

13：15～
13：20～

14：10～

15：00～

主催者挨拶
韓慶愈  基調講演

イップ常子  基調講演

15：20～ パネルディスカッション
屋外記念撮影後、休憩

テーマ「日墺 ( オーストリア )
　　　　修好 150 周年を記念して」

テーマ「対立から共生の文化へ」
コーディネーター：小松昭夫
パネリスト：佐藤徹郎、門馬正、磯江公博、  魏亜玲
尹熙竣 ( 韓国 )、E.Suthipong( タイ ) : テレビ会議参加

テーマ「私の一帯一路の夢」

令和元年

（土）月 日11 30
太陽ホール（小松電機産業内）場 所

13:00 ～ 17:00 開場 12:30時 間

1926 年中国遼寧省生まれ。1943 年、戦時下
の 日本に留学。戦後、国際新聞東京支社にて
記者をしながら 1953 年東京工業大学卒業後、
華僑新聞「大地報」を創刊。中国人留学生の
愛国学習運動に積極的に参与し、中国留日同
学総会の主席に就任。卒業した留学生と在日同
胞の帰国支援に加わり、新中国誕生後も韓氏は
日本に残って華僑関連事業に従事。「近代の中
国人による日本留学史の生き字引」と呼ばれる。

【講師プロフィール】
◇韓慶愈

1973 年ウィーン大学に留学。1974 年に結婚し、3 人の子供た
ち家族と6 人の孫たちに囲まれウィーン在住46 年。2001 年オー
ストリア公認国家ガイド資格取得。オーストリアと日本の懸け橋と
して、主に相互の文化交流イベントをはじめ、オーストリア国内、
ドイツ、チェコ、ハンガリー、スロバキア、スロベニア、クロアチ
アなど近隣国への観光案内、通訳に従事。2009 年ロングステイ・
オーストリア社設立。2010 年からオーストリア・ウィーンに関す
る講演を日本各地で開催し、この度の松江で 100 回記念講演を
行う。

◇イップ常子

詳細プロフィール
PDF：1.9MB

講演会
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篠崎史子 破魔澄子 トーマ･プレヴォ
ハープ奏者 ヴァイオリニスト フルート奏者
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Senior Manager
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平和の事業化を通じて対立から共生の文化へ
日本の縁結びから世界の縁結びの地へ

光の柱プロジェクト
イマジン･ピース･タワーから生まれた

鳥取
湯梨浜町
中国庭園 燕趙園

日本唯一の孟子像日本唯一の孟子像 孫子像孫子像西王母と八仙人像西王母と八仙人像孔子像孔子像

島根
松江市
人間自然科学研究所

2019. 6対立から共生の文化へシンポジウム・宍道湖湖岸2体の袖師地蔵前で全国世界水の偉人覚醒顕彰祭を開催2019. 6対立から共生の文化へシンポジウム・宍道湖湖岸2体の袖師地蔵前で全国世界水の偉人覚醒顕彰祭を開催

沖縄
糸満市
沖縄平和祈念公園

「平和の礎」大田昌秀沖縄県知事が戦後50年の節目に建立「平和の礎」大田昌秀沖縄県知事が戦後50年の節目に建立



オペラ「忘れられた少年―天正遣欧少年使節」ポーランド巡演オペラ「忘れられた少年―天正遣欧少年使節」ポーランド巡演2019 . 9 ワルシャワ 聖十字架教会2019 . 92019 . 92019 . 9 ワルシャワ 聖十字架教会















キリノ氏の妻子平和像、日本からモンテンルパ市博物館へ寄贈 
2019 年 3 月 1 日 
 新築されたモンテンルパ市博物館で、1 日、日本から平和促進のために寄贈された美術品が展示された。 
「平和の祈り」と題されたこの人形の像は、モンテンルパ市のニュー・ビリビッド刑務所の囚人に対し、

エルピディオ・キリノ元大統領が、アリシャ夫人と 3 人の愛児を殺害されたにも拘らず恩赦を与えた話

に感動して作られた。作者の安部朱美さんは、次のように述べている。この像は、妻子を殺害されたキ

リノ大統領一家のシンボルであるのみならず、日本による占領時代に犠牲となったすべてのフィリピン

の人々に捧げるものである。 
憎しみの鎖を断ち切るには赦しの精神を示すことが不可欠である、と彼女は言う。 
「だからこそ、私はこの群像に『平和の祈り』という名前を付けました。彼女たちは天国へ行きながら、

平和を祈っているのです」と、『デイリー・マニラ新聞』の記者に安倍氏は語った。「私はこのプロジェ

クトに参加し、今日この催しに出席できて光栄におもいます。」 
この作品は、日本国島根県安来市の嘉納美術館からキリノ財団に寄贈され、市民に公開するため、財団

からモンテンルパ市博物館に再寄贈されたものである。 
来客の一人は、画家加納辰夫（かん蕾）の娘である。加納辰夫は、1949 年から日本人戦犯の釈放をキリ

ノに訴える手紙を送り続けた一人である。 
1953 年 7 月、キリノは戦犯として囚われている人々に恩赦を与える決意をした。その中に、日本人 114
人の戦犯も含まれていた。 
博物館の非公式開館式で、加納美術館名誉館長を務める加納佳世子氏は語る。「父は、1949 年から、日

本人戦犯の恩赦を求める手紙をキリノ大統領に送り続けました。赦しこそが（日比）両国の友好のスタ

ートになるだろうとの父の考えに大統領は同意し、日本人戦争捕虜を赦してくれました。」 
彼女は続けた。「平和の人形像と一緒に、父の手紙が博物館の 2 階に展示され、貴国の方々に見てもらえ

るのは嬉しいことです。このような（友好の）証を、日本人は決して忘れてはなりません。日本とフィ

リピンを含む世界が、いつまでも平和でありますよう、私は心から願っています。」 
エルピディオ・キリノ財団のコリー・キリノ代表はこれに対し、「私達は、加納家の人々の心遣いにとて

も感謝し、感動しています。この美しいマドンナの像は、愛だけではなく赦しも表しています。」と述べ

た。 
彼女は続けて言った。「モンテンルパ市長ジミー・フレズネディ氏が、安来市との姉妹都市提携に前向き

である、とお聞きし、とても嬉しく思います。こうして加納さんをお迎えしたことで、この夢を正式に

かなえることができるようになったと思います。加納家とキリノ家の間で、お互い感謝しあいながら、

思い出を忘れず友情を育んでいくのは、なんと素晴らしいことでしょう。それは、歴史を忘れず活かし

ていくということです。」 
モンテンルパ市博物館は、バランガイ・ツナサン地区のセンテニアル通り沿いに位置し、日本占領時代

の遺品は 5 階建て博物館の 2 階に展示されている。博物館の公式オープニングはまだ先である。（エラ・

デニス記者/DMS） 
最新ビデオ映像（訳者注：下の英文の末尾に青い文字で Latest Videos とある。） 
……………………………………………………………………. 
<原文＞ 



Japanese doll statue of Quirino’s wife, children in Muntinlupa Museum 
March 1, 2019 
A Japanese art piece to promote peace was placed in the newly-built “Museo ng Muntinlupa” 
(Museum of Muntinlupa) on Friday.  
The doll, called “Pray for Peace: Alicia and her three children”, was inspired by the family of former 
President Elpidio Quirino,  who gave clemency to the Japanese soldiers detained at the New Bilibid 
Prisons n Muntinlupa City in 1953.  
According to its sculptor, Akemi Abe, it not only symbolizes the family of Quirino whose wife and 
children were killed but to all Filipino victims during the Japanese occupation.  
She said in order to cut the cycle of hatred one must show forgiveness.  
“That’s why I named it Pray for Peace because as they are in the process of going to heaven but 
while going, they are praying for peace,” said Abe in an interview with The Daily Manila Shimbun.  
Abe said she is honored to be part of this project and be present in Friday's  event.  
 
The doll statue was donated by the Kano Museum of Art from Shimane, Yasugi City in Japan to the 
Quirino Foundation which gave it to the museum for the public to see it.  
One of the guests is the daughter of Tatsuo Kano,  one responsible for the granting of clemency to 
the Japanese prisoners of war after sending petitions letters to Quirino on 1949.  
In July 1953, Quirino finally granted executive clemency to those charged with war crimes, including 
114 Japanese prisoners of war.  
“My father has been sending petition letters to President Quirino since 1949 asking for a clemency 
for the Japanese wars criminals,” Kano Museum of Art Honorary Director Kayoko Kano said in her 
speech during the museum’s soft opening.  
“President Quirino gave the pardon to Japanese POWs as gesture in response to the idea of my 
father who thought forgiveness shall be the start of the friendship among two countries,” she added.  
Kano said she is happy that Filipinos will be able to see the petition letters wrote by her father as it 
will be displayed at the 2nd level of the museum  with the doll statue.  
 
“Such gesture should not be forgotten by the Japanese,” she said.  
“I wish from my heart that peace around the world, including the Philippines and Japan will last 
forever,” she added.  
Cory Quirino, representative of President Elpidio Quirino Foundation, said they are very grateful 
and touched with the gesture of the Kano family.  
“This beautiful madonna represents not just love but also forgiveness,” Quirino said.  
She said they are even happier after Mayor Jimmy Fresnedi said the city of Muntinlupa are open to 
have a “sister city agreement” with Yasugi City.  
“The presence of the Kano family has formalized this dream and we hope to pursue this dream and 
make it a reality. We are ever grateful and we will continue to keep that memory and that friendship 



alive between Kano family and Quirino family. To keep our history alive that we will never forget,” 
she added.  
Other memories of the Japanese occupation in Muntinlupa City can be found on the 2nd level of the 
5-storey museum located at Centennial Avenue in Barangay Tunasan.  
The museum has yet to be opened to the public. Ella Dionisio/DMS 
Latest Videos 
•   
• The Daily Manila Shimbun (DMS) was first distributed in Metro Manila on May 3, 1992 as 
the Kyodo News Daily (KND) 
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